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１．研究の目的
石川県の輪島朝市は、戦後の高度成長の中、‘懐かしい対面販売の残る素朴な雰囲気や土地
の物が入手できるという点で観光客の人気を博したが、観光地として発展するにつれ観光地
化し俗化したとの批判を受けるようになった。一方で近年、地域住民を対象に地元農産物の
販売を行う農業協同組合主催の市や、「しろうと」販売員によるフリーマーケット等、新た
な形態の市が各地で開かれている。
以上の点を踏まえて、本研究では、輪島市住民の①買物状況、②商業施設としての朝市の
評価・利用状況、③朝市に対する認識に重点をおいて調査し、かつてのような生活市として
の再興の可能性及び今後の方向`性について考察した。
２．研究方法
主に以下の調査方法にて研究を行った。
①輪島市中心部の住民を対象としたアンケート
（地元住民の買物状況、朝市の評価・利用状況、朝市に対する認識の把握）
②朝市組合員を対象としたアンケート
（出店者の特徴から朝市の現状を把握）
③聞き取り調査
（朝市組合や輪島市役所商工業課、能登北部保健福祉センター等を対象）
３．研究成果
１）中心部住民の買物傾向
①年齢と職業の関連
・・・高齢ほど専業主婦率が高く、若年ほど時間的拘束力の強い職業率が高い。
②職業と買物時間の関連
・・・仕事による時間的拘束が買物時間に影響している。
③年齢と交通手段の関連
・・・高齢ほど徒歩率、若年ほど自動車fIIHl率が高い。
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④利用者分布・交通手段による買物場所のタイプ
・・・商店街・朝市タイプは徒歩利用者が多く近隣住民の利用が多い。
大型店タイプは自動車利用者が多く広範囲に分布する。
２）朝市利用頻度の差
以上の買物傾向は朝市の利用頻度にも関連している。
①利用頻度の高い人の傾向・・・年配、専業主婦・無職、徒歩での買物、近隣の住民。
②利用頻度の低い人の傾向・・・若年、就労者、自動車での買物、遠方の住民。
３）朝市利用理由から見る住民にとっての朝市の魅力
①現在も朝市の最大の魅力は「地物」「品質・鮮度の良さ｣。
②「安さ」「商品の豊富さ」という魅力の薄れ。
③コミュニケーションの場としての機能の薄れ。
４）朝市を利用しない理由
①全体的に「観光客向け」「出店時間に行けない」という理由が大きく、「遠い」「混雑」
「駐車場が有料」が続く。
②観光地化に対する批判的な意見の多さは以前と変化無し。
③就業者は特に、「出店時間に行けない」という理由が大きい。
５）住民の朝市認識
全体的傾向
①朝市の存続希望は高い。朝市を利用しない人でも存続について関心は強い。
②「観光効果」「歴史･伝統･文化」「地域の活性化」という点で朝市をプラス評価し期待。
③マイナス評価・改善すべき点は、「観光化」「販売･接客態度」「商品の産地」
利用しない理由の最上位に「観光客向け｣、マイナス評価・改善すべき点で「観光化」が
挙がるにもかかわらず、利用しない人の約半数が「観光効果」をプラス評価し期待する。利
用はなくても観光業に対する期待と関心は高く、朝市・輪島市に観光はﾉF可欠との認識があ
る。朝市を利用している人でも、「観光効果」を評価し期待する。
４．考察と結論
ｌ）「出店時間に行けない」という問題を解決するのは非常に困難。現状は住民の生活スタ
イルとの乖離が否めない。過疎化の進む中、輪島市民を主にして現在の規模の朝市を維持す
るのは困難。
2）利用しない人の中には、「朝市は日常生活と離れた観光地」との認識と、「朝市の観光
－８－
効果への期待」が併存。
‐昔のような日常の食材調達の生活ilTに朝市を復元しても、必ずしも住民の期待に沿える
とは言えない。
３）「品物の新鮮さ」と「輪島らしいもの・地物」は、朝市を利用する地元住民と観光客に
共通した朝市に対する要望。但し、新鮮な地物を市に並べるだけでは不十分。
観光客が朝市で購入した地物野菜や魚貝類を調理する飲食店の設置
加工して少量から量り売り
民芸品製作の披露
朝市の地物食材を使った惣菜の本町商店街常設店での販売等
｢品物の新鮮さ｣、「輪島らしいもの・地物」を足がかりとした新しい魅力の発掘が必要。
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